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興
を
県
政
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
て
、
離
島
の
振
興
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三

五
年
か
ら
令
和
二
年
の
六
〇
年
間
に
お
い
て
、
県
全
体
の
人
口
が
約
四

五
万
人
減
少
し
た
の
に
対
し
、
離
島
地
域
で
は
約
二
二
万
人
も
減
少
し

て
お
り
、
そ
の
減
少
率
は
約
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す

（
県
全
体
は
約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
）。
ま
た
、
本
土
に
比
べ
て
少
子
高
齢
化
が

顕
著
で
あ
り
、
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
島
内
に
大
学
な
ど
の
進
学
先
が

な
い
た
め
、
毎
年
卒
業
生
の
約
九
割
が
島
外
に
転
出
す
る
な
ど
、
若
年

層
の
島
外
流
出
を
は
じ
め
と
し
た
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
（
左
表
）。

以
上
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
県
で
は
、
こ
の
状
況
を
打
開
し
、
離
島

の
新
た
な
振
興
を
図
る
た
め
、
令
和
三
年
三
月
に
策
定
し
た
「
長
崎
県

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
現
況

長
崎
県
に
は
、
無
人
島
を
含
め
る
と
約
一
五
〇
〇
も
の
島
々
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
指
定
を
受
け
た
有
人
島

は
五
一
島
で
、
面
積
は
一
五
五
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
県
全
体
の

面
積
の
約
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
と
も
に
、
全
国
の
離
島
振
興

法
指
定
有
人
島
の
面
積
の
約
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
二
年
の
県
内
の
法
指
定
有
人
島
の
人
口
は
約
一
一
万
三
千
人

で
、
県
全
体
の
人
口
の
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
と
も
に
、
全
国

の
法
指
定
有
人
島
の
人
口
の
約
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、全
国
一
の
離
島
県
で
あ
る
本
県
で
は
、「
し
ま
の
振
興

な
く
し
て
長
崎
県
の
発
展
な
し
」
と
の
考
え
の
も
と
、
離
島
地
域
の
振

離
島
振
興
計
画

長
崎
県
離
島
振
興
計
画

―
し
ま
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

長
崎
県
地
域
振
興
部
地
域
づ
く
り
推
進
課
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総
合
計
画
チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ 

２
０
２
５
」
に
お
い
て
、七
つ
の

政
策
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、『
な
が
さ
き 

し
ま
の
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
定
め
、
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

長
崎
県
離
島
振
興
計
画
の
概
要

基
本
理
念

離
島
地
域
は
、
わ
が
国
の
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
の
保
全
や
「
癒

し
の
空
間
」
の
提
供
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
な
ど
国
家
的
・
国
民
的

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
人
口
減
少
や
地
域
の
衰
退
が
進
む

と
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、本

県
で
は
、「
な
が
さ
き 

し
ま
の
創
生
〜
し
ま
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
〜
」
を
計
画
に
お
け
る
離
島
振
興
の
基
本
理
念
と
し
、
各
種
施

策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
正
離
島
振
興
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
に
、
多
様
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
お
よ
び
活
用
や
関
係
人
口
の
よ
う
な
離
島

と
継
続
的
な
関
係
を
有
す
る
島
外
の
人
材
も
活
用
し
て
い
く
視
点
が
盛

り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
離
島
振
興
で
は
、
医
療
・
介
護
、

教
育
、
交
通
の
確
保
な
ど
住
民
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

推
進
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
遠
隔
医
療
、
遠
隔
教
育
の
導

入
推
進
、再
エ
ネ
の
活
用
と
い
っ
た
新
し
い
試
み
を
推
進
し
な
が
ら
、離

地域 昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成2年 平成12年 平成22年 令和2年
昭和35年→令和2年
増減数 増減率

対馬島 69,556 58,672 50,810 46,064 41,230 34,407 28,502 ▲41,054 ▲59.0%

壱岐島 50,497 42,983 41,035 37,308 33,538 29,377 24,948 ▲25,549 ▲50.6%

平戸
諸島 33,937 23,520 17,787 14,752 12,156 8,694 6,543 ▲27,394 ▲80.7%

五島
列島 144,016 115,411 99,087 86,266 76,092 62,696 51,894 ▲92,122 ▲64.0%

蠣浦
大島 2,302 1,525 999 722 578 413 243 ▲2,059 ▲89.4%

松島 6,350 8,519 7,789 5,524 3,588 898 602 ▲5,748 ▲90.5%

高島 20,938 17,415 6,596 1,256 900 498 324 ▲20,614 ▲98.5%

離島計 327,596 268,045 224,103 191,892 168,082 136,983 113,056 ▲214,540 ▲65.5%

本土
人口 1,432,825 1,302,200 1,366,461 1,371,067 1,348,441 1,289,796 1,199,261 ▲233,564 ▲16.3%

長崎県
計 1,760,421 1,570,245 1,590,564 1,562,959 1,516,523 1,426,779 1,312,317 ▲448,104 ▲25.5%

離島人
口割合 18.6% 17.1% 14.1% 12.3% 11.1% 9.6% 8.6%

（単位：人、％）

※令和5年4月1日現在の離島振興対策実施地域について集計。各年国勢調査による

長崎県の離島振興法指定地域の人口の推移
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島
の
特
性
を
生
か
し
た
「
新
た
な
日
常
」
の
実
現
や
持
続
可
能
な
地
域

社
会
維
持
へ
の
対
応
な
ど
、
次
の
時
代
に
あ
っ
た
離
島
振
興
施
策
を
講

じ
、
離
島
の
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
本
的
方
向
性

長
崎
県
離
島
振
興
計
画
は
、
離
島
振
興
基
本
方
針
の
基
本
的
事
項
ご

と
に
県
全
体
の
施
策
を
記
載
し
た「
講
じ
よ
う
と
す
る
分
野
別
の
施
策
」

と
、
市
町
の
案
を
で
き
る
限
り
反
映
し
て
記
載
し
た
「
地
域
別
の
振
興

計
画
」
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。
基
本
理
念
に
基
づ
く
具
体
的
な

施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
設
定
し
た
、
三
つ
の
基
本
的
方
向
性
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①�

し
ま
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
産
業
活
性
化
と
交
流
人
口

拡
大

離
島
の
住
民
が
、
し
ま
で
働
き
住
み
続
け
る
た
め
に
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
第
一
次
産
業
を
中
心
に
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
離
島
の
特
性
に
応
じ
た
産
業
の
活
性
化
に
よ
り
、
雇
用
・
就

業
の
場
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。 

②
し
ま
の
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成

東
京
一
極
集
中
の
リ
ス
ク
が
認
識
さ
れ
、
首
都
圏
な
ど
に
お
い
て
地

方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
都
市
部
住
民
な
ど
と
地
域
住

民
と
が
継
続
的
に
多
様
な
形
で
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大

や
、
移
住
お
よ
び
定
住
に
係
る
環
境
整
備
の
促
進
に
よ
り
、
地
域
産
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

③
し
ま
の
不
利
条
件
の
克
服
と
し
ま
の
重
要
性
の
発
信

こ
れ
ま
で
本
県
で
は
、
総
合
交
通
体
系
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
し

ま
の
自
立
的
発
展
の
基
盤
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ

十
分
と
は
言
え
ず
、
加
え
て
、
輸
送
コ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
離
島
の

自
然
的
制
約
に
由
来
す
る
不
利
条
件
は
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
離
島
の
自
立
的
発
展
の
実
現
に
向
け
て
、
必
要
な
施
策

を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
土
と
同
等
以
上
の
競
争
条
件
を
作
り
、

し
ま
の
定
住
環
境
を
整
え
る
た
め
、
し
ま
の
不
利
条
件
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
し
ま
が
担
う
国
家
的
・
国
民
的
役
割
を
全
国
に
普
及
さ

せ
る
た
め
に
は
積
極
的
な
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

離
島
が
担
っ
て
い
る
国
家
的
・
国
民
的
役
割
の
内
容
と
と
も
に
、
そ
の

地
理
的
条
件
か
ら
本
土
と
の
格
差
が
顕
著
に
現
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
、

し
ま
に
人
が
居
住
し
続
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
振
興
や
定
住
促
進
の
た
め
の
さ
ら
な
る
支
援

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

分
野
別
振
興
計
画

離
島
振
興
法
第
四
条
第
二
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
計
画
に
定
め
る

事
項
」
に
基
づ
い
て
、
次
の
と
お
り
記
載
し
て
い
ま
す
。

①
総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備
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離
島
航
路
に
お
け
る
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
船
舶
の

新
造
・
更
新
の
推
進
、
港
湾
・
漁
港
の
受
入
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

航
空
輸
送
に
つ
い
て
は
、
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
設
定
や
運
賃
の
適
正

化
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
、
離
島
航
空
路
線
を
運
航
す
る
航
空
機
の
更

新
等
に
よ
る
離
島
航
空
輸
送
の
維
持
・
存
続
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
島

内
交
通
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
幹
線
系
統
の
維
持
の
方
針
に
基
づ
い

た「
長
崎
県
地
域
公
共
交
通
計
画
」の
推
進
に
よ
る
生
活
交
通
の
維
持・

確
保
や
、
観
光
地
な
ど
と
港
湾
・
空
港
、
観
光
地
間
、
集
落
と
第
二
次

救
急
医
療
施
設
を
結
ぶ
道
路
（
橋
梁
を
含
む
）
な
ど
の
交
通
円
滑
化
を
図

り
ま
す
。

②
人
の
往
来
お
よ
び
物
資
の
流
通
に
要
す
る
費
用
の
低
廉
化

人
の
往
来
に
つ
い
て
は
、「
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持
推
進

交
付
金
」
を
活
用
し
た
離
島
住
民
の
運
賃
低
廉
化
や
補
助
航
路
に
お
け

る
「
離
島
住
民
運
賃
割
引
制
度
」
に
よ
る
運
賃
低
廉
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
引
き
続
き
、
住
民
向
け
運
賃
割
引
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
物
資
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持

推
進
交
付
金
や
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
、
農
水
産
品
、
戦
略
産

品
の
物
資
の
流
通
に
係
る
輸
送
コ
ス
ト
の
低
廉
化
を
支
援
し
ま
す
。
加

え
て
、
配
送
な
ど
に
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
の
活
用
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
地
理
的
条
件
不
利
の
克
服
に
努
め
ま
す
。

③�

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
条
件
不
利
の
克
服
お
よ
び
安
全
・

安
心
な
生
活
に
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
確
保

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
必
要
不
可
欠
と
な
る
光
フ
ァ
イ
バ
や

５
Ｇ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
・
維
持
に
つ
い
て
国
な
ど
に
支
援

を
求
め
る
と
と
も
に
、
民
間
通
信
事
業
者
等
へ
の
整
備
を
求
め
、
条
件

不
利
の
克
服
お
よ
び
安
全
・
安
心
な
生
活
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

④
産
業
の
振
興

農
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
肉
用
牛
、
米
、
葉
た
ば
こ
、
し
い

た
け
な
ど
の
基
幹
産
業
に
加
え
、
各
地
域
の
気
候
や
風
土
を
活
か
し
た

軽
量
で
高
単
価
を
ね
ら
え
る
新
規
品
目
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
に
よ
る
産
地
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
島
外
か
ら
の
就
農
促
進
の
強
化
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
や
、
農
産

物
の
地
産
地
消
や
食
品
製
造
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
六
次
産
業
化
の
推

進
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
泊
の
推
進
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
離
島
地
域
の
漁
業
就
業
者
数
が
県
全
体
の
約

五
割
を
占
め
る
な
ど
、
水
産
県
長
崎
の
主
要
産
業
を
支
え
る
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
の
生
産
力
を
支
え
る
多
様
な
人
材

の
確
保
・
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
水
産
業
な
ど
の
推
進

に
加
え
、
海う

み

業ぎ
ょ
う

な
ど
の
活
動
支
援
や
漁
港
施
設
の
有
効
活
用
に
よ
る
交

流
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑤
就
業
の
促
進

情
報
通
信
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
、「
場
所
に
制
約
さ
れ
な
い
働
き

方
」
の
普
及
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
な
う
と
と
も
に
、
リ
モ
ー
ト
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ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
発
信
、
相
談
機
能
や
受
入

体
制
の
整
備
に
よ
る
関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑥
生
活
環
境
の
整
備

安
定
的
な
水
供
給
の
確
保
や
地
域
に
最
も
適
し
た
汚
水
処
理
施
設
の

整
備
促
進
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

努
め
る
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
に
向
け
た
空
き
家
の
利
活
用
の

促
進
、
移
住
や
二
地
域
居
住
な
ど
多
様
な
住
ま
い
方
を
提
供
で
き
る
住

宅
供
給
を
図
り
ま
す
。

⑦
医
療
の
確
保

住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
、
医
療
従
事
者
の
確
保
並
び
に
医
療
提
供
体
制

の
構
築
、
遠
隔
医
療
に
か
か
る
体
制
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

⑧
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

島
内
人
材
の
活
用
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
促
進
し
、必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑨
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
の
福
祉
の
充
実

今
回
の
法
改
正
に
お
い
て
、
多
様
な
方
々
が
離
島
地
域
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
福
祉
や
児
童
福
祉
に
関
す
る
配
慮
規

定
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
障
害
者
福
祉
」「
児
童
福

祉
」
に
つ
い
て
の
支
援
体
制
の
充
実
や
子
育
て
環
境
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

⑩
教
育
お
よ
び
文
化
の
振
興

教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
や
教
育
効
果
を
考
慮
し
た

学
校
規
模
の
適
正
化
や
学
校
の
実
態
に
即
し
た
教
育
環
境
整
備
の
推
進
、

高
等
学
校
未
設
置
離
島
の
高
校
生
の
島
外
通
学
や
島
外
居
住
に
対
す
る

支
援
に
よ
る
修
学
機
会
の
確
保
お
よ
び
離
島
と
本
土
部
の
交
流
機
会
の

確
保
、
公
立
学
校
の
適
正
配
置
お
よ
び
教
職
員
定
数
、
処
遇
に
つ
い
て

の
配
慮
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
の
充
実
、
離
島
留
学
の

継
続
実
施
に
努
め
ま
す
。

文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
離
島
に
は
、
古
く
か
ら
海
を
介

し
て
海
外
と
接
し
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
国
内
外
に
誇
る
べ
き
地
域
資
源
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
世
界
遺

産
や
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
価

値
や
魅
力
の
発
信
、
資
産
保
護
や
次
世
代
継
承
、
魅
力
づ
く
り
に
よ
る

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑪
観
光
の
振
興

本
県
の
離
島
は
、
そ
の
多
く
が
自
然
公
園
等
に
含
ま
れ
る
な
ど
豊
か

な
自
然
環
境
や
景
観
等
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
お
け
る

固
有
の
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
や
、
独
自
の
食
文
化
や
伝
統
工
芸
な
ど

多
面
的
な
魅
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
離
島
の
資
源
を
生
か
し
た

体
験
型
旅
行
や
教
育
旅
行
、
食
や
伝
統
芸
能
、
豊
か
な
海
を
生
か
し
た

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
島
の
魅
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
多
様
化
す
る
旅
行
者
の
嗜
好
に
対
応
し
、
国
内
外
と
の
交
流

人
口
拡
大
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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⑫
国
内
お
よ
び
国
外
の
地
域
と
の
交
流
の
促
進

本
県
の
各
離
島
に
お
い
て
は
、世
界
遺
産
や
日
本
遺
産
を
は
じ
め
、長

崎
な
ら
で
は
の
歴
史
・
文
化
・
海
外
と
の
交
流
の
歴
史
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
体
験
型
観
光
の
充
実
な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

国
内
外
と
の
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
複
数
の
離
島
間

や
本
土
・
離
島
間
の
周
遊
促
進
や
長
期
滞
在
型
交
流
の
推
進
を
図
る
な

ど
、
国
内
外
の
地
域
と
の
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。

⑬
自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
再
生

本
県
離
島
が
有
す
る
豊
か
な
生
物
多
様
性
の
保
全
や
、
地
域
資
源
を

活
用
し
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
の
仕
掛
け
や

仕
組
み
の
検
討
・
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
な
ど
の
適
切
な

役
割
分
担
・
連
携
に
よ
る
漂
着
ご
み
の
円
滑
な
回
収
処
理
や
発
生
抑
制

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑭
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

二
〇
五
〇
年
ま
で
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
促
進
、
ま
た
、
関
連
事
業
へ
の
県
内
企
業
の

参
入
促
進
に
よ
る
産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
離
島
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
油
価
格
の
低
廉
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑮
防
災
対
策
の
推
進

水
害
・
土
砂
災
害
・
高
波
・
高
潮
・
海
岸
浸
食
・
津
波
な
ど
の
自
然

災
害
に
対
す
る
基
盤
整
備
等
防
災
対
策
の
推
進
や
防
災
教
育
、
訓
練
の

指標 基準値（基準年） 目標値（目標年）

しまの人口の社会増減数（人）
△901 ±０

（R3年） （R9年）

年間の農林産物の生産額（百万円）
18,011 18,011

（H30年） （R9年）

年間の水産物の生産額（百万円）
38,749 38,749

（H30年） （R9年）

年間の新規就農・就業者（人）
89 89

（H29～R3の平均） （R9年度）

年間の新規漁業就業者数（人）
96 129

（H29～R3の平均） （R9年度）

年間の雇用機会拡充事業等による 171 250
新規雇用者数（人） （R3年度） （R9年度）

年間の延宿泊者数（千人）
783 1,078

（H27年度） （R9年度）

年間の航路・航空路輸送客数（千人）
2,739 2,710

（H30年度） （R9年度）

離島の振興に関する目標
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地域名 基本理念 基本的方向性

対馬島

自立と循環の宝の島 対馬 １．ひとづくり…みんなが主役になる希望の島

２．なりわいづくり…地域経済が潤い続ける島

３．つながりづくり…支え合いで自立した島

４．ふるさとづくり…自然と暮らしが共存する島

壱岐島

誰一人取り残さない
協働のまちづくり

１．希望の仕事があり安心して働くことができ、起業もできる

２．結婚・出産・子育て・教育の希望がかなう

３．地域コミュニティが守られ、安心して健康に暮らせる

４．自然・歴史文化が調和した持続可能な社会基盤が整っている

５．関係人口を増やし、壱岐への新しい人の流れをつくる

６．協働のまちづくりのもとで、効率的で質の高い行政運営が行われている

五島列島

（上五島）

つばき香り豊かな海と歴史文化を育
む自立するしま

１．安心で魅力ある「定住のしま」

 (1)安心して暮らし続けられるまちづくり

 (2)人を大切に、人を守るまちづくり

 (3)人をつくり、地域を守るまちづくり

２．地域資源を活かした「産業のしま」

３．にぎわいを創る「交流のしま」

（下五島）

誰もが五島のすばらしさを実感し、夢
を持ちやすらぎのある暮らしを送るこ
とができる「しま」

１．五島の恵みを活かし、雇用を生み出す “しま”をつくる

２．五島の魅力を発信し、世界に誇れる “しま”をつくる

３．安全・安心で住みやすさ日本一の “しま”をつくる

４．五島の宝・子どもが育ち、輝く “しま”をつくる

平戸諸島

『（対話・連携・協力）
地域の力 ＋ 島外の力 ＝ 住み続け
られる島』

１．つなぐ・・・交通アクセス・物資の流通

２．つくる・・・産業の振興

３．まもる・・・しまの暮らし

４．にぎわう・・・人の交流

蠣浦大島

都市部にはない島特有の地域資源の
活用による地域経済の安定的な発展
と定住人口の確保

１．住みたくなるしまづくり

２．いつまでも働けるしまづくり

３．安心して産み育て豊かに暮らせるしまづくり

４．生きがいと未来を創造するしまづくり

松島

（松島）

農漁業や、地域特性を組み合わせた
アイランド・ツーリズムの観光振興に
よる地域経済の活性化

１．住みたくなるしまづくり

２．いつまでも働けるしまづくり

３．安心して産み育て豊かに暮らせるしまづくり

４．生きがいと未来を創造するしまづくり

（池島）

交流人口の拡大による地域活力の維
持増進や、地域住民が安心して暮ら
すことができる「しまづくり」の推進

１．世界遺産の活用による交流人口拡大及び就業機会の確保

２．交通輸送手段である航路の維持・確保

３．福祉・保健・医療体制の充実及び生活環境の整備

高島

観光レクリエーションの振興 、航路
の維持・確保及び高齢者が安心して
暮らせる体制の整備による交流人
口、定住人口の増加

１．交流人口の増加のための体験型観光施設の活用

２．移住支援の実施と定住環境の整備

３．老朽住宅除去等による居住環境の整備

４．福祉・保健・医療体制の充実

５．地域特産品のブランド力向上、販売力強化による島内雇用の確保

６．世界遺産構成資産等の観光資源の整備・活用

地域別振興計画の基本理念及び基本的方向性
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実
施
、
避
難
場
所
の
確
保
な
ど
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
加
え
、
原
子

力
災
害
時
の
防
護
措
置
に
あ
た
っ
て
の
配
慮
を
行
な
い
ま
す
。

⑯
離
島
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
確
保
お
よ
び
育
成

各
地
域
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
を
け
ん
引
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ち

お
こ
し
団
体
な
ど
の
活
動
へ
の
支
援
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
な

う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
違
っ
た
経
験
・
知
見
を
持
つ
島
外
人
材
の

誘
致
、
定
住
・
定
着
に
よ
る
人
材
活
用
の
場
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

⑰
そ
の
他
の
離
島
の
振
興
に
関
し
必
要
な
事
項

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
、
感
染
症
発
生
時

に
お
け
る
住
民
生
活
の
安
定
お
よ
び
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

小
規
模
離
島
に
お
い
て
は
、
生
活
環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促

進
し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
環
境
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
新
た
に
計
画
の
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
離
島
の
振
興
に
関
す
る
目
標
」（
五

五
ペ
ー
ジ
表
）
と
し
て
、
令
和
九
年
度
ま
で
の
数
値
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

適
切
な
進
捗
管
理
に
努
め
ま
す
。

地
域
別
振
興
計
画

本
県
に
は
七
つ
の
離
島
振
興
法
指
定
地
域
、
八
市
二
町
の
離
島
関
係

市
町
が
あ
り
、
各
市
町
で
離
島
振
興
計
画
案
を
作
成
い
た
だ
い
た
う
え

で
、
そ
の
案
を
で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
る
形
で
、
県
が
地
域
別
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
右
表
で
は
、
本
県
七
地
域
の
地
域
別
振
興
計
画
に
つ

い
て
、
基
本
理
念
お
よ
び
基
本
的
方
向
性
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

今
後
も
離
島
振
興
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
係
市
町
な
ど
と
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
産
業
活
性
化
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
な
ど
自
然
的
制
約
に
由
来
す
る
不
利
条
件
の
克
服
に
向
け
た

新
た
な
試
み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
離
島
地
域
の
さ
ら

な
る
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

■

ドローン物流と買い物代行および個宅配送サービスを
組み合わせ、各島の住民に日用品・食品の配送を行な
う（五島市。写真提供：Zipline International Inc.）。


